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商
業
は
国
旗
に
従
ふ
か
国
旗
は
商
業
に
従
ふ
か
、
吾
人
は
そ
の
何
れ
に
も
賛
す

る
能
は
ず
、
両
者
は
互
に
国
威
発
展
の
因
果
た
れ
ば
な
り
、
今
や
欧
洲
の
戦
乱
は

焔
火
四
方
に
高
く
、
交
戦
諸
国
の
産
業
貿
易
は
軍
需
品
供
給
に
急
に
し
て
又
他
を

顧
み
る
能
は
ず
、
独
り
我
帝
国
は
絶
東
に
あ
り
て
東
洋
の
商
権
を
掌
握
し
、
以
て
戦

後
来
る
べ
き
世
界
的
商
覇
戦
の
巷
渦
に
投
ず
る
の
根
底
の
建
設
に
日
夜
頗
る
多
端

な
り
。
こ
の
痛
快
な
る
前
途
を
有
す
る
本
那
の
実
業
家
正
に
自
覚
奮
起
す
る
所
な

く
し
て
可
な
ら
ん
や
、
特
に
洋
々
た
る
前
途
を
有
す
る
一
橋
同
人
の
双
肩
、
将
に

こ
の
大
任
を
負
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
吾
人
の
運
命
や
又
多
幸
な
る
か
な
、
然
し
而

し
て
こ
の
大
任
に
堪
ふ
る
一
は
勿
論
学
理
の
研
究
、
人
格
の
養
成
に
あ
り
と
難
も
、

又
経
験
を
基
礎
と
せ
る
実
際
的
智
識
の
緊
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
は
又
多
言
を
要
せ

ず
、
本
会
は
実
に
こ
の
必
要
に
応
ぜ
ん
が
た
め
に
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
本
会

の
真
意
義
は
実
に
葱
に
存
す
る
な
り
。

　
先
輩
諸
氏
の
汗
苦
と
学
究
と
に
成
れ
る
実
験
談
、
会
社
工
場
の
実
地
視
察
は
正

に
こ
れ
吾
人
将
来
の
経
総
の
基
礎
な
り
原
動
力
な
り
、
新
進
気
鋭
な
る
予
科
生
諸

君
為
す
あ
ら
ん
と
望
む
士
は
来
れ
吾
人
は
双
手
を
挙
げ
て
歓
迎
せ
ん
。
左
に
本
会

会
則
を
紹
介
せ
ん
。

　
　
一
、
本
会
ハ
一
橋
商
工
研
究
会
ト
称
ス

　
　
ニ
、
本
会
ハ
商
工
業
ノ
実
務
的
方
面
二
関
シ
諸
般
ノ
攻
究
ヲ
ナ
シ
併
セ
テ
会
員
ノ
親
睦

　
　
ヲ
計
ル
ヲ
目
的
ト
ス

　
三
、
本
会
ハ
其
目
的
ヲ
貫
撤
セ
ン
為
メ
毎
学
年
六
回
以
上
開
会
ス

　
　
　
（
一
）
商
工
界
先
輩
ノ
講
演

　
　
　
（
二
）
商
社
工
場
各
商
工
機
関
ノ
実
地
見
学

　
　
　
（
三
）
商
工
業
二
関
ス
ル
問
題
ノ
協
同
研
究

　
　
　
（
四
）
其
他
委
員
二
於
テ
適
当
ト
認
メ
タ
ル
コ
ト

　
四
、
本
会
ノ
趣
旨
ヲ
賛
助
ス
ル
本
校
在
学
生
ハ
何
人
モ
会
員
タ
ル
事
ヲ
得

　
五
、
本
会
員
ハ
第
三
条
二
定
ム
ル
凡
テ
ノ
事
業
二
当
然
参
加
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
工

　
　
場
会
社
ヲ
実
地
見
学
二
際
シ
、
人
員
二
制
限
ア
ル
場
合
ハ
本
科
生
二
優
先
権
ヲ
与
フ

　
六
、
委
員
ノ
意
見
二
基
キ
本
会
員
数
ヲ
限
定
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

　
七
、
会
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
委
員
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
、
入
会
金
ト
シ
テ
金
十
銭
ヲ
納

　
　
付
ス
ベ
シ

　
八
、
会
員
ハ
一
学
期
会
費
金
二
十
銭
ヲ
納
付
ス
ベ
シ

　
九
、
本
会
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　
　
会
長
一
名
幹
事
二
名
若
ク
ハ
三
名
委
員
各
学
年
二
二
名
若
ク
ハ
三
名

　
十
、
会
長
ハ
会
務
ヲ
総
理
シ
、
委
員
会
ノ
決
議
二
依
リ
本
校
教
授
中
ヨ
リ
之
ヲ
推
薦
ス

　
　
委
員
ハ
本
会
ノ
庶
務
会
計
其
他
一
切
ノ
事
務
二
関
シ
、
連
帯
シ
テ
責
二
任
ズ
ル
モ
ノ

　
　
ニ
シ
テ
、
会
員
ノ
互
選
二
依
リ
テ
之
ヲ
定
メ
、
幹
事
ハ
委
員
ノ
互
選
二
依
ル
。
役
員

　
　
ノ
任
期
ハ
一
学
年
間
ト
ス
。
但
シ
再
選
ヲ
妨
ゲ
ズ

　
十
一
、
将
来
本
会
則
ノ
変
更
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
会
員
二
附
議
シ
其
多
数
決
二
依
リ
之
ヲ
定

　
　
ム
　
以
上

　
吾
人
は
藪
に
予
科
生
諸
君
の
歓
迎
を
兼
ね
、
最
近
南
米
智
利
よ
り
帰
朝
せ
ら
れ

た
る
先
輩
草
刈
元
氏
を
聰
し
、
第
一
回
例
回
を
五
月
十
七
日
午
後
三
時
よ
り
学
生

集
会
所
に
於
て
開
催
せ
り
。

　
奈
佐
、
石
川
、
上
田
諸
教
授
を
始
め
出
席
者
総
数
五
十
名
、
先
づ
則
武
委
員
の

開
会
の
辞
に
次
い
で
委
員
の
大
正
四
年
度
本
会
々
計
報
告
及
事
務
報
告
あ
り
。
石

川
会
長
の
本
会
に
関
す
る
詳
細
な
る
説
明
あ
り
て
後
、
愈
々
草
刈
氏
の
講
演
に
入
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れ
り
。

氏
は
「
日
智
貿
易
と
吾
人
の
覚
悟
」
な
る
演
題
の
下
に
、
多
年
の
研
究
と
実
地
視

察
と
を
相
照
合
し
、
そ
の
纏
蓄
を
綾
々
吾
人
後
輩
の
為
め
に
披
歴
せ
ら
れ
た
り
。

終
り
て
茶
菓
の
饗
応
あ
り
て
、
多
大
の
成
功
を
修
め
て
第
一
回
例
回
を
閉
会
し
た

り
。　

吾
人
は
雨
天
な
り
し
に
も
不
拘
、
吾
人
の
乞
ひ
を
容
れ
て
殊
に
御
出
席
の
上
最

も
有
益
な
る
御
講
話
を
な
さ
れ
し
草
刈
氏
に
対
し
て
万
腔
の
謝
意
を
表
す
る
と
同

時
に
、
会
員
の
諸
君
の
益
々
熱
心
な
ら
ん
事
を
祈
る
も
の
な
り
（
尚
草
刈
氏
の
講

演
の
大
要
は
別
掲
に
つ
き
て
見
ら
る
べ
し
）
。

　
次
に
本
会
役
員
の
氏
名
を
掲
ぐ

　
会
長
石
川
教
授

　
委
員
本
三
ノ
ニ
則
武
利
孝

　
同
　
本
三
ノ
五
喜
多
村
高
敏

　
同
　
杢
ニ
ノ
四
野
村
寿
俊

　
幹
事
本
ニ
ノ
ニ
田
辺
俊
介

　
同
　
本
ニ
ノ
四
中
村
　
厳

　
同
本
ニ
ノ
六
丸
山
徳
三
郎

　
委
員
本
一
ノ
三
小
林
信
五

　
同
本
一
ノ
四
池
戸
久
太
郎

同同同同
本
一
ノ
五
鈴
木
賢
太
郎

予
科
ノ
一
荏
部
俊
昌

予
科
ノ
ニ
谷
　
嘉
七

予
科
ノ
三
桑
原
圭
三
郎

第
二
一
〇
号
（
大
正
五
年
五
月
三
十
一
日
）

）21（

橋
　
暦

■
四
　
　
　
月

春
光
が
何
時
と
は
な
し
に
熔
の
様
に
、
碧
空
を
澁
り
流
れ
始
め
て
来
た
。
草
木

一
切
は
蘇
つ
た
様
に
芽
を
吹
く
。

　
物
皆
は
抵
抗
し
難
い
、
無
限
の
力
を
以
て
、
無
造
作
に
再
生
し
て
行
く
。
春
と

新
生
、
－
其
所
に
云
ひ
知
れ
ぬ
希
望
と
歓
喜
が
あ
る
。

　
十
六
日
、
第
一
学
期
開
始
、
此
日
新
入
生
の
為
め
に
入
学
式
を
挙
行
せ
ら
れ
る
。

金
光
燦
然
た
る
マ
ー
キ
ユ
リ
ー
を
帽
問
に
戴
い
た
三
百
有
余
の
欣
喜
の
顔
が
大
講

堂
に
満
ち
て
、
謹
直
温
容
な
校
長
の
訓
示
に
、
先
づ
希
望
の
輝
き
を
更
ら
に
新
ら

た
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
新
学
年
の
組
、
時
間
割
が
発
表
せ
ら
れ
る
と
、
未
だ
充
分
其
気
に
は
な
れ
な
い

乍
ら
も
、
兎
に
角
進
級
の
事
実
が
具
体
化
さ
れ
た
や
う
で
、
殆
ん
ど
新
ら
し
い
学

課
目
の
み
な
の
も
、
何
れ
喜
の
種
な
ら
ぬ
は
な
い
。
殊
に
新
入
生
に
対
し
て
は
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

々
の
不
慣
れ
、
不
勝
手
も
、
や
が
て
は
楽
し
い
悦
び
と
な
る
。

　
山
桜
既
に
散
り
、
八
重
の
花
の
信
り
も
既
に
話
題
に
上
る
頃
講
義
始
め
、
参
考

書
紹
介
に
一
週
余
り
は
唯
慌
し
く
過
ぎ
去
つ
て
了
ふ
。
一
ツ
橋
を
渡
つ
て
体
操
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

へ
急
ぐ
新
入
生
の
中
に
、
チ
ラ
ホ
ラ
と
和
服
姿
の
交
じ
る
の
も
、
す
べ
て
若
々
し

い
印
象
を
与
え
る
。
此
日
頃
、
消
費
組
合
は
ノ
ー
ト
、
教
科
書
の
販
売
に
、
殆
ん

ど
天
手
古
舞
を
や
る
。

　
掲
示
場
は
朝
毎
に
新
ら
し
い
貼
紙
を
加
え
る
。
県
人
会
、
ク
ラ
ス
会
、
一
橋
各

部
、
一
橋
青
年
会
、
商
工
研
究
会
、
東
亜
ク
ラ
ブ
等
の
新
入
生
歓
迎
会
の
掲
示
、

栗
て
は
、
時
問
割
変
更
、
休
講
の
学
生
課
掲
示
、
新
任
、
解
任
の
諸
先
生
の
掲
示




